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ア ナ ト リア に伝わ る花言葉
山 本 昌 子
　ア ジ ア 側 トル コ ， つ ま りトル コ 語で ア ナ ド ルー と呼ばれる ア ナ ト リア は ， 小 ア ジア とも言われ ，
トル コ 全土 の 97％ を 占め て い る ， ア ジ ア大陸 か ら西 に向 っ て約1，500km にわた っ て突き出 した ，
大 きな半 島状の地形で ，三層 に分け られ る 。 最下層 は一番低い 沿岸部 に発達 し，所に よ っ ては あ
る程度の広 が りは ある が ， ほ とん どは海 と山の 聞に は さまれた縁 ど りの 様な狭 い平地地帯 。 中層
は ア ナ トリア 地 方の 3分の 2を占め る高原地帯 。 最上層 は山岳地帯 と， 起伏が 三 層に分かれ て い
る よ うに ， 気候上 の 変化 も多彩で あ る 。 黒海沿岸は湿度 に恵まれ て 深い 森が茂 り ， ニ ーゲ海沿岸
部 に は 強 い 太陽の光が 満ちあふ れ ， 中央 ア ナ ト リア 高原に は 心地 よ い風 が吹き渡 っ て い る の に ，
ア ダ ナ平野はほ とん ど無風状態で蒸 し風 呂 の 様にな る 。 しか し ， ア ナ トリア とい う名称が ， 古代
ギ リシ ャ 語 の 「太陽の昇る方向の 土地」 とい う言葉が訛 っ た もの と い われ るよ うに ， 一般的に
は ， ア ナ ト リア 全域が きわめ て 自然に恵 まれ ， 自然 の魅力 が一ぽ い に あふ れて い る土地で ある 。
こ の様な 風土 の もとに ．トル コ 人 は ， か な り昔か ら装飾や楽 しみ の た め に ， 自分達の 庭で いろ い
ろな草や花を栽培 し ， 日常生活 と花 とは密接な関係をもっ て ， 心豊か な生活を して い た の で あ
る Q
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　本稿は ， 1978年 8 月 ， イ ス タ ン ブ ルー に於て 約 100年前か ら現在 に至 る トル コ 人の 日常生活と
花 との かかわりと ， 中央ア ナ ト リァ に伝わる花言葉を ， 有名な トル コ 民族衣裳研究者で あ り，コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Y
レ ク タ ーで もある Sabiha　TANSUG 女史よ り聞 き取 り調査 を し， 1979年 8月 ， ア ナ ト リア 中
央部を訪ね て現地見聞 ， 調査 を した もの で ある 。
〈 花 と生 活〉
　 トル コ に 於て は ， 昔か ら日常の 生活用品に花 の図案を用 い たものが多 く見 られ る 。 それ はタイ
ル IC， （イ ス タ ン ブ ルー にあ るブル ーモ ス クや トプカプ宮殿 に は ， 伝統的な百合， カーネーシ ョ
ン
，
バ ラ ， b ル コ 人 が特に好む チ ュ ーリッ プ ， 糸杉などの タイル が多 く見 られ る。 写真 カ ラー
No．1）， 布地に ， そ して木 ， 金属 ， 石の 彫 りもの で 浴場や回教寺院などの 給水栓や扉 ， 祭壇 ， 墓
石まで に も ， あ らゆ るもの に花の モ チ ーフ が用 い られ て い る 。
　特 に トル コ 史上 ， チ ュ ー リッ プ時代 （Lale　Deuri ラー レ ・デ ウ リ， 1703 〜1730） と呼ば れ
た ， 宮廷 を中心 に 優雅 な フ ラ ン ス 趣味が生活や学問 ， 芸術等 に取 り入れ られ ， トル コ の 社会に大
きな刺激を与えた ， オス マ ン 国家の 西欧化 の 第一歩 ともい うべ き華美で多彩 な文運開化の 時代が
あ っ た 。 チ ュ ーリッ プ の 名称 が つ い た の は ， ラ ーレ ， 即ち チ ュ ーリッ プが ， 当時欧州方面か ら輸
入され ， 一種 の 装飾品 と して 栽培する こ とが ， 全国的に熱狂的な流行を呼び ， もて はや された こ
と と ， オ ス マ ン 帝国の 西欧化が始 まり ， 生活の 向上 ， 織物工業の 発達な ど ， こ の 花の 様に華麗で
絢爛た る新 しい文化 が咲き匂 っ た こ とに 由来 して い る。当時 ， ア ドリァ ノ ーブル か らコ ン ス タ ン
チ ノ ープル まで の 一帯 は ， い た ると こ ろ チ ュ ーリッ プ が 植え られ て お り， こ の チ ュ ーリ ッ プ栽培
は ， 商業の 歴 史で もか つ て なか っ た程 の 投機の対象となり， そ の 値段は最高 の 貴金属 よ り高か っ
た と も言われて い る 。




チ ュ ーリパ ン と呼ばれ る トル コ の タ バー ン の 形と色が似
て い る こ とか ら， オ ラ ン ダ人が チ ュ ク リ ッ プ （トル コ の 帽子）と呼ん だ の が語源だ と言われて い
る 。 チ ュ ・一一リ ッ プ栽培 は ， 一 ツ の特殊 な技術とみな され て お り ， 形 は細長 くて現代の もの とは か
なり異なるが ， 博愛や 名声を意味す るため に ， 国の花 として愛され，隆盛きわめ る トル コ 皇帝の
宮廷衣裳
“ Kaftan” カ フ タ ン の 柄 に も多 く見 られた （写真カ ラー No．2）。
　ア ナ トリァ 地 方で は 日常生 活や入生 に於て最 も重要 な儀式 ， 即ち結婚や葬式の 時に ， 花が大 き
な役割をもっ て か か わり ， 現在で もな お続い て い る習慣 もあ る 。 イ ス パ ル タ で は，今日 で も畑一
面にバ ラ を栽培して い て ， 5 月に は ， 日 の 出前か ら青年男女が共々 馬車に 乗 っ て バ ラ 畑に 行き ，
一緒に フ ォ ーク ソ ン グ を歌 い なが らバ ラの 花を摘む 。 帰 りには ， 人 々 は皆 ， 髪に バ ラの 花を飾
り ， 馬や ロ バ まで ，バ ラ の花で 飾 られる 。 家 の 中はバ ラ の花で 一ぱ い に な り，一部は最高の 香料
と して 有名な バ ラ の花精油 ICするため工 場 へ 送 られる 。 こ の バ ラ の 花精油は ，　 U 一マ 時代か らこ
の地方では名産品とな っ て いた 。 また各家庭で はバ ラの ジ ャ ム が作 られ ， こ の様な取 り入 れ風景
は約 1 ケ月 も続 くの で ある 。
　ア ナ ト リア で は ， 女の 子 に花の 名が よ くつ け られ る。た とえ ば ， バ ラ ， 水仙 ， ヒ ャ シ ン ス ， 水
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コ ク ラ ン ム ッ シ ュ ・チ チ ェ ッ キ （香 りの あ る花の 意） と言
う。
　一部の 地方 で は ， 若い 娘の 居る家の 窓際に は ， 鉢植を置 く習慣 がある。 人 々 は こ の 鉢植を見
て ， 結婚適令期の 娘が居 る こ とを知 り， 関心があれば娘を見に 行 っ て もよ い こ と ICな な っ て い
る 。 また多 くの地方で は ， 婚約者の 娘に対 し ， 男性 の方か ら雄の 羊が贈 られ るが ， そ の 羊の 頭や
背中は ， 季節 の 花や 造 花で 美 しく飾 りっ け られ ， 人 々 は そ の 羊を見 るた め に ， 娘の家の 庭 IC集ま
っ て くるの で ある 。
　娘がお嫁入 りで 生家を 出る時は ， 必 らず根の付い た花 ， あ るい は木の 苗をた つ さえて ， 婚家に
着くとす ぐに こ れ を庭に植え る 。 そ して こ の花 ， または木が根付 き，大きくな り，花や枝が増え
る こ とは ， こ の 結婚が うま くい っ た証拠 と考え られる 。
　不幸 に も入が死亡 した場合 ， 特 に女性 はそ の両手の 中に花を入 れて胸 の上 におかれ ， 埋葬の 時
に は多 くの 新鮮な花が土 と共に埋め られ るの で ある 。
〈 花 と祭 り〉
　100 年位前，人 々 の 花に対す る関心 が非常に高 まり， 各地で い ろ い ろな花祭 りが催 され て い
た 。 そ の一ツ に ， マ ル マ ラ とエ ーゲ海地帯の ヒ ャ シ ン ス 祭 りが ある 。 どの家 に も庭に は種 々 の花
を一ぱ い植え て い るが ， 特 に春が来 ると ， 野や畑一面 に色 とりどりの ヒ ャ シ ン ス が咲 き競 い ， 人
々 は春を ヒ ャ シ ン ス 畑で迎 え るの が常で あ っ た 。
　また バ ラの 栽培 は一般的で非常に 盛 ん で あり， ブル サ の イズ ニ ク で は， 昔か らバ ラ祭 りがあ
り， バ ラ作 りの コ ン テ ス トが行われ ， 現在で もこ の 催 しは続い て い る 。
〈 花 と手芸 〉
　ア ナ トリア の 住民 に とら て ， 男女と も ， 日常生活の 服飾 と花 との 関連は深 く， 特に 頭部の 覆い
の 飾 りを ， レ ース 編や 刺繍に よ っ て ， 感情， 思考あ る い は物事を ア ナ トリア 独特の 花言葉に よ っ
て 表現 して い る 。
　花は野生 の 花 ， 庭の花 ， 果樹の花な どが ， そ れぞれ刺繍 や編み物な どで そ っ くり再現 され ， ま
た 日常の 出来事や感 じ た こ とな どを詩の様に表現 した りす る 。 それは ， ア ナ ト リア 農村の ほ とん
ど の 人 が読み書きが出来なか っ たため ， 自分の気持を ， また昔か らの伝説や 多 くの 物語や民話 な
どを刺繍 や編み物に よ っ て 図案化 し ， また花言葉な どを通 じて 今 日 まで 伝え て い る の で ある。
　ア ナ ト リア に於ける刺繍 の 始ま りは，民衆 の 間で 花を愛好す る こ とが頂点に達す る と共に始ま
っ た と言 われ る。 それは資料に よ ると ， 前述 の チ ュ ーリ ッ プ時代前後か ら発展 して きた よ うで あ
る 。 女の 子は 6 〜 7 才の 子供の 時か ら刺繍や編み物を親か ら習 い始め ， 自分の もの や家族の 者が
使用す るも の を一生作 り続け るの で ある 。
　刺繍は ， 7 世紀頃か ら絹の 生産地と し て 名高い ， 小ア ジ ア西端の ブル サ 地方で 盛ん IC生産され
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て い たが ， 今 日で は，マ ル マ ラ ， エ ーゲ海沿岸及 び，黒海沿岸，中部ア ナ ト リア及 び イ ス タ ン ブ
ール 周 辺が盛 ん で ある 。
〈 花言 葉〉
　ア ナ トリア の 服装には ， 必 らず頭 を覆い か ぶ るもの があ り， 花言葉は こ れ らに施 され て い る編
み物や刺繍 に託 して 種 々 の メ ッ セ ージが伝え られて い た 。 そ れは “Yemeni ” イ エ メ ニ と呼ばれ
る もの で ， うす い 木綿地 に 木版 で 花模様の プ リ ン ト （ア ナ トリア 地方で は ， かな り昔か らプ リ ン
トの 手法が存在して い た と言 われ ， 今 日で も多 く使われて い る）を し ， 周囲を ℃ ya
”
オ ヤ と呼
ばれ る レ ース の 花で飾 られ たス カ ーフ で ある （写真カ ラー No．3）。
☆　 ヒ ヤ シ ン ス
　恋 と幸せ の シ ン ボ ル で あ っ た の で ， 恋愛中ある い は 婚約中の 若い 娘 の 頭 巾に使われ る 。 紫の ヒ
ャ シ ン ス は恋愛中の 娘 ， 赤 い ヒ ャ シ ン ス は婚約中の 娘 ， 白い ヒ ャ シ ン ス は貞操を示す もの とされ
て い た 。
☆ 黄色い水仙 （写真 カ ラ ー No．4）
　ギ リシ ャ 神話に 出て くる ナ ル シ ス の 様に ， 望 みな き恋 ，絶望 的な愛を示す 。
☆ グ リーン グ ラ ス （写真 No ．1）
　コ ニ ヤ地方で は現在で も見 られ る習慣で ， 婚約中の 娘は ， 婚約者 の母親 に 対 して ， 手作りの 芝
を送 るの が習 しで あるが ， 花が咲い て い る もの で あれ ば ， 二 人 の仲 がうまくい っ て い る こ とを示
し，もし墓 石な どが描かれ て い れ ば ， 冷た い 関係が死ぬ まで 続 くこ とを示す 。 また毛 虫は娘が 婚
約者の 男性を嫌 っ て い る こ と を示す 。 故に 男 性の 母親 は ， 婚約中の 女性か ら野原の 芝を送 られ る
こ とを望むの で ある 。
☆　ア ーモ ン ド
　好 きな男性 と結婚が約束 さ れ て い る娘が飾 りと して つ けて い た 。
　婚約中の 男性 の家か ら娘 へ は ， ニ ツ か三 ツ の 花の刺繍が贈 られたが ， それ に は ， バ ラ ， すみ
れ ， カ ーネーシ ョ ン 等があ り，花嫁の頭 巾は，これ ら贈られ た花で飾 られ て い た の で ある。 現在
で もコ ニ ヤ地方で は こ れ らの 飾 りに 多額 の 費用 をかけ ると言わ れ て い る 。
☆ バ ラ （写真 カ ラー No ．5）
　一部地方で は既婚の 女性が用 い ， 他の地方で は若い 娘に も用 い られ た 。 左側 に花を つ けると子
供がた くさん 出来るよ うに との 祈 りが こ め られ，右側に つ けて い る こ とは，新婚の 幸せを表わ し
て い る 。 また夫が異郷に 出て い る妻は ， 野生 の バ ラ の 飾 りを つ けて い た 。
☆ 赤 とうが らし （写 真 カ ラー No，6）
　新婚の花嫁の 頭巾に つ け られて い る場合は ， 辛い と うが らしの様 に ， 結婚生活があまりうま く
い っ て お らず ， 苦 しい夫婦関係を表わす 。
☆ カ ーネーシ ョ ン （写真カ ラー No ，7）
　既婚の女性が つ けるもの で ， 夫婦相和を示す 。 また若い男性が頭 に カーネーシ ョ ン をつ け て い
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る場合 は ， 好きな娘が い る こ とを示す 。 そ して 2 人 が お互 い に花を投 げ合い ， 投げ られた花を手
に して 香 りを嗅げぱ， それ ぞれ の 愛に答え る意 味を持つ 。
☆　 ラ ベ ン ダ ー
　妊娠 して い る こ とを 示す 。
☆ ジ ャ ス ミン （写真カ ラ ー No．8）
　新婚の花嫁は ， 結婚後 3ケ年は他の 既婚の 女性 とは違 っ た形で頭部を 飾る 。 頭巾を三角に し
て ，
一辺 を後へ 垂 ら して お く。 三 角形 の 一ツ の 端は額へ ， 他の ニ ツ の 端は両側か ら下 へ 下 げる 。
こ の 様に して ， 花嫁 の 顔全体が髪と一緒に花の 飾 りで 覆われ る 。 そ して 多くの 女性が こ の 花で 飾
られ た美 しい花嫁を見 るため に集ま っ て くるの で ある 。
　中年女性あ る い は年配 の 女性は飾 りは小 さ く， または飾 りが な ぐ地味な もの で あ る。 しか し ，
花模様の プ リン トは つ けられて い る こ とが多い 。 またプ リン トもな く， 真 白を か ぶ っ て い る人 も
多い （写真カ ラー No．9，　No．10）
〈 花 と服 飾〉
　花は頭の か ぶ りもの だけ で な く ， 頭の て っ ぺ ん か ら足 の 先ま で の 服飾品に使われて い た 。 布地
は花の デ ザイ ン でプ リン トされ ， 花の デザ イ ン で織 られ ， 編物 も花模様が編み こ まれ ， 刺繍 も同
様 ， 花一ぽ い で あ る 。 頭巾， 上着 ， ズ ボ ン ， 靴下 ， 靴 に い た る まで ， 何か ら何 まで 花模様で あ っ
た 。 特 に花嫁衣裳な ど は ， 多 くの 花で 美 し く， ま た清 そ に デ ザ イ ン さ れ て い た 。
　初夜に用い られ る
“
Paga” パ チ ャ と呼ばれる ズ ボ ン の ， 上着の 下か ら見え る部分には花模様
の 刺繍が施 されて あり， これ は女性の 一種 の シ ン ボル で あ っ た （写真 No．2）。
　 こ の
“Paga” パ チ ャ は ， 宮廷 ， 地方 の 豪族 ， 地方都市，村落で み られた の で あるが ， エ ーゲ
海 の mu 創a とい う村で は ， つ い 最近 まで こ の
“Paga”パ チ ャ を は い て い た よ うで ある 。
　上に 着る長い ， あるい は短か い シ ャ ッ もまた花模様 が つ けられ る （写真 No．3）
　 こ れ らの 材料は ， 綿また は絹 の ク レ ープ の 手織で ある 。 娘達 が結婚す る時は ， 花嫁衣裳の 中に
は 30〜50枚位の 男 ・女両方の シ ャ ツ が用意 され る程 ， トル コ 入 の 間で は．シ ャ ツ とズ ボ ン は重要な
もの であ っ た 。 そ して それは ， 多ければ多い程良い と され て い た 。
　 ズボ ン の 上 IC重ねては くス カー ト用の絹 の布地に は，金 箔や銀箔を用 い て花の デ ザイ ン が施さ
れ た非常に豪華な もの が あ るが ， 花嫁の ス カ ー トは ，だ い た い 花婿が用意す る の が普通 で ジ それ
を織る の に少 くとも 3 ケ月はかか る た め ， 約 1年位前か ら注文 した もの で あ る 。 無地 で 織 られ る
こ の 生地の素材は ， 絹の 他 ic綿 ， 毛 な どが用い られ ， ス カ ートの 端に は飾 りとして 種々 の 材料で
作 っ た花 の 飾 りが つ け られ て あ っ た。色 も多彩で ， 紫 ， 青 ， 深紅 ， バ ラ色 ， 緑な ど多 くの 色が 使
われ ， 美 しくか つ はな や か に 飾 られて い た 。 そ して ， こ の 飾 りは主 に後の 裾に つ け られ た の で あ
る （写真 No．4）。 何故 な らば ， 女性の多 くは，日常の 服飾 と して エ プ ロ ン を つ ける こ とが多か
っ たため ， エ プ ロ ン で 覆 っ て しまうと肝心 の 飾りが見え なくなるか らで ある　（写真 No．5）。 こ
の エ プ ロ ン は ， 毛 を材料と した もの が 多 く手織 りで あ り， 花模様が つ い た もの は ， 他の 衣類で
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も， 一般に は花嫁衣裳と して 用 い られ る こ とが多い 。 ス カ ートを用 い た服装形式は ア ナ トリア の
す べ て の 地方で用い られ ， そ の 他 ， コ ーカ サ ス ， イ ラ ン ， 中国で も見 られ る形 式で あ る 。
　
“ Uckur ” ウチ ク ル と言われ る刺繍 の 帯は （写真 No ．3）， ア ナ ト リァ で は 男女を問わず必 らず
腰 に 巻 くス カーフ ， または ベ ル トの 感 じの もの で ある 。 素材は絹 ， 綿 ， 毛 とあ るが ， こ の帯は一
種の コ ル セ ッ トの様な もの で ， 身体の 姿勢を真す ぐにす る 目的があ り， 結び方 もい ろ い ろな方法
がある 。 そ の 他 ， ス カ ートの 上 に 着る ジ レ ー ・ ベ ス ト等，また ポケ ッ トに もすべ て花 または植物
の 模様 で 飾 られ て い た 。
〈 結言〉
　以上 の 様に ア ナ トリァ の手工 芸は，特に服飾に於て は ， 多種多様 の 花が；様 々 な手法 で モ チー
フ に用い られ て い る。 こ れ は ， ア ナ トリア の 住民 が ， それぞれの地域 の 自然 の 中 で ， 如何に草
木 ， 花を愛 し ， 育て て い た かが 理 解で ある 。 しか しこ の様な精巧 ， か つ 伝統的な手工 芸 もトル コ
共和 国成立 （1922年）後 ， 一夫多妻の廃止，女性解放，トル コ 帽禁止 ， 新しい 法体制の 確立 ， 太
陽暦，メ ートル 法，ロ ーマ 字の 採用 ， 教育や 言語 の 改革 ， 新 しい 歴史観の 導入 等 さ まざまな 制度
改革に よ っ て ，社会環境が変化 し， 必 らず しもス ム ース とは言えな い まで も， 工業化が進み ， や
た ら機械化 されて ， 経済的 ， 物質的な変化 と共に ， 長い 年月に わた っ て受けつ がれ ， 守 られて き
た手作 りの 良 さが忘れ られつ つ あり， 今や ， 自然破壊に ともな い ， 森 も林 もだ ん だ ん な くな るよ
うに ， 花も少な く， 忘れ られ つ つ あるよ うだ 。
　今回の 調査で は ， 方言 も混 じ る言葉の 問題 そ の 上 ， 我が 国で は到底考え られ な い イ ス ラ ム と
い う宗教の 非常に厚 い 壁 が f 調査 ， 確認 には非常に困難を きた した 。 トル コ は元来親 日国で ， 農
村，山間部等 ， 田舎 へ 行けば行 く程物珍 らしげに ， しか も日本人 となれ ば ， か な りの 親愛 の 情を
示 して くれ る 。 しか し， 概 して 集 まっ て くる の は男性 と子供達 ばか りで 婦人 の 姿は労働を して い
る場面に たまに 合 う程度で あ る 。 そ の 様な チ ャ ン ス を つ かむ と友交的 に話は出来 るが ， い ざ写真
とな ると ， 途端 に 断固拒否反応を示す 。 特 に ウ ル ギ ュ ッ プ あた りは そ の 傾向が強 か っ た 。 老 人 な
らともか く，20代，30代 の 若 い 婦人 が未だに写真 は生命を吸 い 取 るとい う こ とを信 じて い るの か
どうか ， それを聞 くこ とす らはばか られ ， 少 々 の 時間で は理 解 し得ぬ 状態で す らあ っ た 。
　ア ン カ ラ ， イ ス タ ン ブール 等の 主要都市で は ， 日常着 と して は ほとん ど現代服で ， 民族衣裳は
あま り見 る こ とは出来な い 。 しか し， 少 し都市部を離れ ると
“ SALUAR ” シ ャ ．ル ワ ール をは き ，
頭に は必 らずス カ ーフ を か ぶ っ て い る 。
　 1981年は ， トル コ 建国の 父 と言われ る ， ケ マ ル ・ア タ チ ュ ル ク （1881〜1938）の生誕 100年に
当 り， 記念祭で は，民族衣裳で 着飾 っ た青年男女の 踊 りが見 られ たが ， 正 式の 民族衣裳は ， こ の
様 な儀式や祭典な ど の 時に しか ， 見 られ な くな っ て い る 。
　本稿は ， 時間 ， 言葉，宗教 ， そ して失 われ つ つ ある習慣の調査 とい う こ と等 ， さ まざまな制約
の 中で の 取材で あ っ た の で ， 特 に衣 服は簡単に記 した 。 そ の 上 紙面の 都合上 ， 写 真挿入が限 られ
た が ， 機会を得て ， 多 くの 写真を用 い て 詳述 し た い 。
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山本 ：ア ナ トリア に伝わ る花言葉
　本研究 に当 り， 貴重な資料の 提供と ， 懇切な る教授をい ただ い た　Sabiha　TANSUG 女史 ，
　 　 　 　 ソ
TANSUG 女史に面 接 の 機会を与え て下 さ っ た 日本染織文化 協会会長 上村六郎先生，前 イ ス タ
ン ブール 総領事篠村　厳氏， 特 IC篠村氏には資料購入 ， 文献翻訳 の 面で ， 多大なる御協力を得 ま
した こ とを深 く感謝申 し上げます 。 また写真の一部を高橋先生 ， 塩本先生に御協力い た だきまし
た こ と ， 御礼申 し上 げます 。
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　　写　真 （カ ラ 分ー ）
No．1　 トプ カ プ宮殿内の 壁面の タイ ル 。
No．216 世紀の
“kaftan” カ フ タ ン で 着用者不明。トプカ プ官殿 コ ス チ ュ ーム ・ル ムー 。
　　　　　　　　　　　　




イ エ メ ニ 。
No．4 黄い 水仙。（ブル サ 地方の ヘ ッ ド ・ドレ ス ）
No・5　ロ ーズ。（ブル サ 地方）説明す る Sabiha　TANSUG 女史。
No ，6 赤い と うが らし。（ブ ル サ 地方）
No．7　カーネ シー ョ ン 。（ブル サとイ ス タン ブ ルー の 花嫁 の ヘッ ド・ドレ ス ）
No．8 新婚 3 年 目の ヘ ッ ド ・ ドレ ス 。（コ ニ ヤ地方）帽子 の 飾 りは バ ラ ，　 yemeni の 飾 りは ジ ヤ ス ミ ン 。
No．9 ア ク サラ イか らネブ シ ェ ヒ ル へ向う途中の キ ャ ラバ ン サ ラ イ跡近 くの 住人。乳 しぼ り等 ， 労働に適 し
　　　　て い る，ゆっ た りした




イ エ メ ニ をか ぶ
　 　 　 　っ て い る。
No ・10 ア ブジラ ルー の 農家に偶然 招き入れ られ，当地の
“yemeni
”
イエ メ ニ の か ぶ り方を教え られ て い る
　　　　もの で ある 。 ウル ギ ュ ッ プの か ぶ り方は ， うすい ガーぜ状の 生地 を生 か して ，あごの部分にバ イアス
　　　 地をうま く利用 し， 留め具 を必要 と しな い が ほ とん ど くずれ る こ とは ない 。 写真 を間近 で撮る こ とは
　　　 拒否され，遠方 か ら室内を撮す形で撮影した もの で ある 。 しか し，それで も写す瞬間には顔をそむ け
　　　　て い る 。
No，11 陶器 で 有名 な ア バ ノ
「
ス の 民家の 婦人 で あ るが ， 主人 が有名な陶工 で ，か つ トル コ じ ゅ うた んや キ リム
　　　　の 商売を して お り，当方が客で あるために，家事 の 合閲の じ ゅ うたん織 りを黙認の 形で 撮影し た もの
　　　　で ある。‘yemeni ” イエ メ ニ はべ 一ジ ュ 地に花 の プ リン トが施 こ され て い る が，℃ ya
”
オ ヤ （縁飾り）
　　　　は ご く単純 な花 の 形 もな さない レ スー 編で あっ た。か ぶ り方 は ウル ギ ュ ッ プー帯の 特徴 あ るかぶ り方
　　　　で ある。労働に適 した
“SALUAR ” シ ャ ル ワ ルー をは い て い る。
　　　　No．9，　 No．10，　 No，11とも
“Oya ” オ ヤ は簡単なもの で，　 NQ．3〜No．8 の よ うな もの は，ア ン テ ィ
　　　　ッ ク の 店に で も行か ね ばな か な か 見つ か らな い 。
No．12 イ ス タ ン ブ ルー ， シ ェ ラ トン ホ テル の ア ン テ ィ ッ クの 店で見つ けた もの で は っ きりした花 の 形はなさ
　　　　な い が， 2色 の 細い レ スー 糸を使い ，糸 の 継 ぎ目が非常 にす っ き P お さま っ て い る。
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．　 le コ イ ン の “Oya ” オ ヤ （コ ニ ヤ地方 の 現代の もの ）
No．11 トル コ じ ゅ うた ん を織 っ て い る イ ズ ミ ッ トの 若い 女性。
“Oya”は ごく簡単な もの で ， か ぶ り方は現代
　　　 風 に 後で 髪を包ん で 結ん で い る 。 写真は トラ ブル な く自由に撮影出来た。
No．12 イ ズ ミ トの 年配 の 女性 。 ウル ギ ュ ッ プ地 方等とは か ぶ り方が違う。 左の 主人 と交渉の 末，撮影が許可
　　　　され た 。
No．13 皇帝の
‘Kaftan”カ フ タ ン （トプ カ プ宮殿 ， コ ス チ ュ ーム ・ル ーム ）
No、14 チ ュ ーリッ プ模様の
“Kaftan” カ フ タン （トプ カ プ宮殿 ， コ ス チ ュ ムー ・ル ムー ）
No．15 ダマ ス ク シ ル クの “Kaftan” カ フ タ ン （トプカ プ宮殿， コ ス チ ュ ムー ・ ル ーム ）
No ．16 オ ル タ ヒ サ ルー 近 くの 店で 買 っ た ， 現地 の 人 が は い て い る花柄 の
“Saluar”シ 々 ル ワ ルー 。 （木綿）
No 、17 カーネ シー ョ ンや チ ュ ーリッ プ の 図案
No．18 トプ ヵ プ宮殿内の 壁面の タイ ル
グリーン ・グラス （コ ニ ヤ地方）。
‘Paga” パ チ ャ 。上着の 下 か ら見える部分だけ花 の 刺繍が施 され， ウエ ス トは ヒ ッ プボーン の 位置 で
とめ る 。
“Paga”パ チ ャ と上着 i　 “Uckur ” ウ チ クル （ベ ル ト）
ズ ボ ン の 上 に 重ね て は くス カ ートの 後の 飾 り。
　 b
エ フ ロ ン
ウル ギ ュ ッ プ の オ ル タ ヒ サ ルー の 近 くの 店 で 見つ けた現代 もの 。℃ ya
”
オ ヤ は レ スー 糸も太 く単純 な
長編 み の 変化 に す ぎな い 。
カ ラー No．12 の “yemeni
”
イ エ メ ニ 。うすい ガーゼ 地 に地 染 され，花 の ブ ロ ッ ク プ リン トが施 され
て ， 周囲は
“Oya”オ ヤ で 縁 どりされ て い る。
ブ ロ ッ ク プ リン ト （イ ス タ ン ブ ルー 市内）
ロ ーズ
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